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現行 修正案 備考 
1 札幌駅・大通駅周辺地区における滞在者等の安全確保に関する基本

的な方針 

1-1 都市再生安全確保計画の意義・目標 

 札幌市の第３次地震被害想定では、直下型の地震として最大震度７が

想定され、特に冬期には被害が拡大し、多数の死傷者や被災者が発生す

ることが懸念されている。大型商業施設や業務機能などが集中している

札幌市の都市再生緊急整備地域（札幌都心地域）においても、大規模地

震に伴う公共交通機関の停止などによる大混乱発生の恐れがあり、帰宅

困難者対策が必要である。さっぽろ雪まつり開催時には、その観光客に

よりさらに多くの帰宅困難者が発生すると想定されるが、厳しい寒さの

ため、屋外での滞留は困難であり、人的被害の低減対策が重要である。 

 
 
1-2-2 地域熱供給の現況 

表２ 都心の熱供給事業 

 
 
 
 
 

事業者 ㈱札幌エネルギー供給公社 ㈱北海道熱供給公社 北海道ガス㈱ 

地区名 札幌駅北口地区 都心地区 北４東６周辺地区 

供給面積 22ha 106ha 2.26ha 

供給件数 11件 88件 2件 

主な熱源 天然ガス、電力、雪冷熱、 

フリークーリング 

天然ガス、木質バイオマス、

フリークーリング 

天然ガス、太陽熱、

地中熱 

1 札幌駅・大通駅周辺地区における滞在者等の安全確保に関する基本

的な方針 

1-1 都市再生安全確保計画の意義・目標 

 札幌市の第４次地震被害想定では、直下型の地震として最大震度７が

想定され、特に冬期には被害が拡大し、多数の死傷者や被災者が発生す

ることが懸念されている。大型商業施設や業務機能などが集中している

札幌市の都市再生緊急整備地域（札幌都心地域）においても、大規模地

震に伴う公共交通機関の停止などによる大混乱発生の恐れがあり、帰宅

困難者対策が必要である。さっぽろ雪まつり開催時には、その観光客に

よりさらに多くの帰宅困難者が発生すると想定されるが、厳しい寒さの

ため、屋外での滞留は困難であり、人的被害の低減対策が重要である。 
 
 
1-2-2 地域熱供給の現況 

      表２ 都心の地域熱供給 （令和３年３月 31日現在） 

 
 
 
 
 

事業者 ㈱札幌エネルギー供給公社 ㈱北海道熱供給公社 北海道ガス㈱ 

地区名 札幌駅北口地区 都心地区 北４東６周辺地区 

供給面積 22ha 106ha 2.26ha 

供給件数 11件 90件 2件 

主な熱源 天然ガス、電力、雪冷熱、 

フリークーリング 

天然ガス、木質バイオマス、

フリークーリング 

天然ガス、太陽熱、

地中熱 

P1 
R3.8、第４次地

震被害想定が公

表されたことに

よる修正 

 

 

 
 
 
 
 
 
P4  
表２ 
最新状況を表に

反映 
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現行 修正案 備考 
1-2-3 想定する災害 

 第３次地震被害想定では、内陸型（伏在活断層）地震を想定し、市内

では最大震度７、地区では震度６弱～６強を想定している。この地震の

発生により、表３のとおり、人的被害の発生、建物の倒壊、火災の発生、

停電、交通・ライフラインの途絶、避難生活者の発生が想定される。 

表３ 被害想定（冬期） 

※各項目の最大値を掲載 

 
 
 
 
 
 
 

項 目 札幌駅・大通駅周辺地区 札幌市全域 

建 物 全壊 30棟、半 壊 362棟 全壊 33,611棟、半 壊 78,850棟 

死傷者 死者 43人、負傷者 228人 死者  8,234人、負傷者 30,414人 

火 災 1 件 314 件 

ライフライン

(初日) 

上 水 道：断 水 67% 

電 力：停 電 18% 

都 市 ガ ス：供 給 停 止 97% 

下 水 道：排 水 困 難  2% 

避難生活者 

（初日） 
152 人 110,666 人 

1-2-3 想定する災害 

 第４次地震被害想定では、内陸型（伏在活断層）地震を想定し、市内

では最大震度７、地区では震度６弱～６強を想定している。この地震の

発生により、表３のとおり、人的被害の発生、建物の倒壊、火災の発生、

停電、交通・ライフラインの途絶、避難生活者の発生が想定される。 

表３ 被害想定（冬期、月寒断層地震） 

 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 札幌市全域 

建 物 全壊 15,265棟、半 壊 41,602棟 

死傷者 死者  4,911人、負傷者（重傷者含む） 9,961人 

火 災 炎上出火件数 60 件 

ライフライン

(初日) 

上 水 道：断 水  372,746世帯 

電 力：停 電  875,236世帯 

都 市 ガ ス：要安全点検  402,641世帯 

下 水 道：機能支障   92,205世帯 

避難生活者

（初日） 
89,912 人 

P5 
第４次地震被害

想定の公表に併

せて各数値を修

正 
（札幌駅・大通

駅周辺地区の被

害想定について

は、算出してい

ないため削除） 
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現行 修正案 備考 
2 札幌駅・大通駅周辺地区における滞在者等の安全の確保のために実

施する事業及び事務 

2-1 都市開発事業の施行に関して必要となる都市再生安全確

保施設の整備及び管理 

   

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 札幌駅・大通駅周辺地区における滞在者等の安全の確保のために実

施する事業及び事務 

2-1 都市開発事業の施行に関して必要となる都市再生安全確

保施設の整備及び管理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P9 表 6 
・整備済みの都

市再生安全確保

施設（現行表 6
⑥）を計画から

削除し、整備済

み一覧 P13 表 7
へ転記） 
・整備予定の都

市再生安全確保

施設を計画に追

記及び修正 
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現行 修正案 備考 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※①～⑩の施設については表６参照 

図 14 札幌駅・大通駅周辺地区都市再生安全確保計画図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

※①～⑬の施設については表６参照 

図 14 札幌駅・大通駅周辺地区都市再生安全確保計画図 

P10  
図 14 
・計画図の時点

修正 
・表 6 の修正に

伴い対応する番

号の修正 
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現行 修正案 備考 
2-4 滞在者等の安全の確保のために必要な事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※A～Dの各施設番号については表7～10参照 

図15 整備済み都市再生安全確保施設位置図 

 

2-4 滞在者等の安全の確保のために必要な事項 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※A～Dの各施設番号については表7～10参照 

図15 整備済み都市再生安全確保施設位置図 

 

（時点修正） 
P12 図 15 
・整備済みの都

市安全確保施設

を図に反映 
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現行 修正案 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P13 
表 7 
・整備済みの備

蓄倉庫を反映 
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現行 修正案 備考 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

P14  
表 9 
・文言の修正 
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現行 修正案 備考 
○非常時の対応 

・さっぽろ創世スクエアへは温水・冷水・蒸気の供給を継続する。電力

については、CGS 1,400 kWのうち本体建物へ700 kWを供給し、700 kW

を非常用電気等供給施設で使用する。供給能力については下表参照。 

・札幌市役所本庁舎へは温水の供給を継続する。電力については本庁舎

所有の非常用電源を使用する。供給能力については下表参照。 

 
〇非常時の供給能力 

 供給能力 
さっぽろ創世スクエア 札幌市本庁舎 

CGS 700 kW ― 
温水 9,000 MJ/h 8,000 MJ/h 
冷水 740 RT ― 
蒸気 契約熱量の上限値 ― 
融雪温水 ― ― 

 
 
 
 
 

○非常時の対応 

・さっぽろ創世スクエア管理組合、札幌市及び㈱北海道熱供給公社の３ 

者は、非常時のエネルギー供給に関し、「北１西１周辺街区における

非常用電気等供給施設協定」を令和3年9月22日に締結している（令和

3年10月21日札幌市長認可）。 

・さっぽろ創世スクエアへは温水・冷水・蒸気の供給を継続する。電力

については、CGS 1,400 kWのうち本体建物へ700 kWを供給し、700 kW

を非常用電気等供給施設で使用する。供給能力については下表参照。 

・札幌市役所本庁舎へは温水の供給を継続する。電力については本庁舎

所有の非常用電源を使用する。供給能力については下表参照。 

 

〇非常時の供給能力 

 供給能力 
さっぽろ創世スクエア 札幌市本庁舎 

CGS（電気） 700 kW ― 
温水 2,500kW（9,000 

MJ/h） 
8,000 MJ/h 2,200kW

（7,920MJ/h） 
冷水 740 RT 2,600kW

（9,360MJ/h） 
― 

蒸気 契約容量契約熱量 
の上限値 

― 

融雪温水 － － 
※「北 1 西 1周辺街区における非常用電気等供給施設協定」参照 

 

P15 
非常時の供給能

力について、数

値の修正 
（北 1 西 1 周辺

街区における非

常用電気等供給

施設協定の締結

により、正式な

数値が確定した

ため） 

 

 
 
 
 

 


